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泌乳牛の栄養管理による暑熱対策の確立 
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１ 技術の特徴 

 乳牛は飼育環境が気温25度以上になると暑熱ストレスを受け、体温が上昇し、採食量の低下、体

内の酸化ストレスの亢進、ホルモン分泌への悪影響を及ぼす。その結果、泌乳量や繁殖性の低下を

引き起こし、経済的損失につながる。特に本県は全国でも有数の暑さの厳しい地域となっており、

暑熱ストレスを低減する技術開発が急務である。そこで、比較的取り組みやすい栄養管理面からの

暑熱対策について検討し、高糖分高消化性飼料用イネ「つきすずか」と、バイパスナイアシン（RB

-NA）を組み合わせて給与することで、暑熱対策の一助となる可能性が示唆された。 

 

２  技術内容 
（１）暑熱期（7月末～8月）の泌乳牛の給与飼料にRB-NA20gまたは40gを朝添加すると、乾物摂取量、

乳量、乳成分等の生産性は変わらないが（表1、2）、膣、尾（体表）ともに体温上昇抑制効果が

期待できる（図1、2）。 

（２）暑熱期～残暑期（8～10月）の泌乳牛に給与する粗飼料をチモシー100%とした時と比較して、

チモシーの50％および75％を微細断調製した飼料用イネ「つきすずか」で置き換えると、乾物摂

取量（DMI）、TDN摂取量（TDNI）の向上が期待でき、75％代替で血中ビタミンE濃度を最も高める

ことができる（表3、4、図3）。 

（３）暑熱期～残暑期（8～10月）の泌乳牛に給与する粗飼料をチモシー100%とした時と比較して、

チモシーの75％を微細断調製した飼料用イネ「つきすずか」で置き換えると、DMI、TDNI、乳量、

FCM乳量、乳脂肪率が高まり、乳脂肪酸では体脂肪および飼料からの脂肪動員を少なくでき、生

産性および健全性向上が期待できる（表5、6）。飼料用イネ給与によりDMIが向上するため体温

が上昇したが、体表においてはRB-NA添加により体温上昇を緩和させる可能性が示唆された（図4、

5）。 

 

３  具体的データ      

表１ RB-NA添加時の飼養成績         表２ RB-NA添加時の産乳成績 
対照区 RB-NA20g区 RB-NA40g区

平均乳量 ㎏/day 32.0 31.8 32.4

平均FCM kg/day 31.9 30.8 31.3

乳脂率 % 4.0 3.7 3.6

無脂固形分率 % 8.8 8.4 8.4

乳蛋白質率 % 3.4 3.2 3.2

乳糖 % 4.5 4.4 4.3

体細胞数 千/ml 232.9 89.6 177.1

MUN ㎎/dL 12.6 12.3 12.0

DenovoFA % 30.6 29.4 29.7

MixedFA % 31.1 30.0 30.5

PrefFA % 36.6 34.1 33.8  
 

  
    図１ RB-NA添加時の膣温度        図２ RB-NA添加時の尾（体表）温度 

対照区 RB-NA20g区 RB-NA40g区

体重 kg 638.1 642.8 597.4

DMI kg/日 24.3 24.2 24.9

DMI/BW % 3.83 3.79 3.83

TDNI ㎏/日 16.2 16.1 16.5

TDNI/FS % 106.6 108.6 108.9  
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表３ 飼料用イネ給与時の飼養成績      表４ 飼料用イネ給与時の産乳成績 
対照区 イネ50%区 イネ75%区

体重 kg 587.6 582.3 588.1
BCS ｽｺｱ 3.08 3.08 3.08

DMI kg/日 18.4 c 21.0 d 21.2 d

DMI/BW % 3.1 a 3.6 b 3.6 b

TDNI ㎏/日 11.1 a 13.7 b 13.9 b

TDNI/FS % 77.2 a 93.6 b 93.8 b

*a,b:P <0.01,c,d:P <0.05  

対照区 イネ50%区 イネ75%区
平均乳量 ㎏/day 26.6 27.6 27.7
平均FCM kg/day 27.3 27.8 28.7
乳脂率 % 4.2 4.1 4.3
乳蛋白質率 % 3.4 3.3 3.3
無脂固形分率 % 8.9 8.8 8.9

MUN ㎎/dL 11.5 a 15.5 b 17.7 b

*a,b:P <0.01  
 

 
図３ 飼料用イネ給与時の血中ビタミン濃度 

 

表５ 飼料用イネ＋RB-NA給与時の飼養成績    表６ 飼料用イネ＋RB-NA給与時の産乳成績 

対照区 イネ75％区 イネ75％＋RB-NA区

体重 kg 554.1 a 564.5 b 559.1

BCS ｽｺｱ 2.8 2.7 2.7

DMI kg/日 20.3 a 21.6 b 21.7 b

DMI/BW % 3.4 a 3.5 c 3.6 b

TDNI ㎏/日 13.3 a 14.4 b 14.5 b

TDNI/FS % 95.7 a 99.8 c 99.1

胃液pＨ 6.80 6.80 6.77

a,b:P<0.01 a,c:P<0.05   

対照区 イネ75％区 イネ75％＋RB-NA区

平均乳量 ㎏/day 27.1 c 27.5 28.1 d

平均FCM kg/day 26.5 27.8 b 28.5 b

乳脂率 % 3.95 a 4.10 c 4.12 b

無脂固形分率 % 8.70 8.69 8.70

乳蛋白質率 % 3.29 3.27 3.28

乳糖 % 4.54 4.55 4.55

体細胞数 万/ml 25.06 20.60 15.28

MUN ㎎/dL 12.61 a 15.95 b 16.55 b

DenovoFA % 29.17 a 30.62 b 30.21 b

MixedFA % 32.71 a 35.77 b 35.46 b

PrefFA % 36.54 a 32.18 b 32.78 b

a,b:P<0.01 c,d:P <0.05  

  
 

 図４ 飼料用イネ＋RB-NA膣温度          図５ 飼料用イネ＋RB-NA尾温度 

 

４  適用地域                       
 県内全域 

 

５  普及指導上の留意点             
 粗飼料の75%を飼料用イネに代替する場合は、微細断調製した高糖分高消化性飼料用イネとする

ことが必要である。 
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